
2014年29週(07月14日～07月20日)

○ 山梨県内流行情報

○ 富士・東部管内流行情報

○ 定点報告の感染症 定点・・・定点当たり報告数

総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点

全国総数 199 0.04 378 0.12 2354 0.75 5243 1.67 12226 3.89 2429 0.77
山梨県 - - - - 34 1.42 28 1.17 68 2.83 9 0.38
中北 - - - - 27 3.38 7 0.88 30 3.75 3 0.38
中北峡北 - - - - 2 0.4 12 2.4 14 2.8 3 0.6
峡東 - - - - 2 0.5 6 1.5 - - 1 0.25
峡南 - - - - - - - - 5 2.5 - -
富士・東部 - - - - 3 0.6 3 0.6 19 3.8 2 0.4

総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点

全国総数 3914 1.24 909 0.29 2047 0.65 52 0.02 15547 4.94 1219 0.39
山梨県 27 1.13 - - 4 0.17 1 0.04 207 8.63 - -
中北 14 1.75 - - 2 0.25 - - 74 9.25 - -
中北峡北 3 0.6 - - - - - - 34 6.8 - -
峡東 1 0.25 - - 1 0.25 - - 32 8 - -
峡南 - - - - 1 0.5 1 0.5 - - - -
富士・東部 9 1.8 - - - - - - 67 13.4 - -

総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点

全国総数 15 0.02 413 0.6 13 0.03 34 0.07 115 0.24 4 0.01
山梨県 1 0.11 6 0.67 1 0.1 - - - - - -
中北 - - - - 1 0.33 - - - - - -
中北峡北 - - 2 1 - - - - - - - -
峡東 1 0.5 - - - - - - - - - -
峡南 … … … … - - - - - - - -
富士・東部 - - 4 2 - - - - - - - -

感染症発生動向調査情報（週報）

平成26年7月25日
富士・東部保健所

管内の定点あたりのヘルパンギーナ報告数が28週（10.2）から29週（13.4）と増加しています。

第28週に、中北保健所峡北支所管内及び富士・東部保健所管内において、ヘルパンギーナの流行が警
報レベルに入りましたが、第29週においてはさらに報告数が増加し、山梨県全体の報告数が8.63となり
警報レベル基準値の6.0を超えたため、山梨県全体で警報レベルとなりました。ヘルパンギーナは6月～8
月に子どもを中心に流行しやすく、接触飛沫感染をする感染症です。突然の38～40℃の発熱と、口の中
に水疱ができ咽頭痛が伴うのが特徴です。また、咽頭結膜熱も、中北保健所管内において先週より報告
数が増加し、警報レベルの基準値である3.0を超えたため、同地域における流行が警報レベルに入りまし
た。咽頭結膜熱は、夏季に流行しやすく、接触飛沫感染やプールを介して感染する感染症です。感染し
てから5～7日後にまず発熱がみられ、頭痛、食欲不振、全身倦怠感とともに、咽頭炎による咽頭痛、結
膜炎による結膜充血などが3～5日間程度続きます。うがいや手指の消毒を励行するとともに、プールに
入る前後はシャワーでよく洗い、タオルの共用を避けるなどにより、感染を予防しましょう。【第29週の警
報】ヘルパンギーナ（県全体）／咽頭結膜熱（中北保健所管内）　【第29週の注意報】なし
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○ 山梨県週別発生動向

疾病 定点 報告数 定点 報告数 定点 報告数 定点 報告数

インフルエンザ - - - - - - - -

ＲＳウイルス感染症 - - - - - - - -

咽頭結膜熱 1.42 34 1.13 27 0.67 16 0.79 19
Ａ群溶血性
レンサ球菌咽頭炎 1.17 28 1.42 34 1.04 25 1.46 35

感染性胃腸炎 2.83 68 3.38 81 3.83 92 3.83 92

水痘 0.38 9 0.75 18 0.83 20 0.92 22

手足口病 1.13 27 0.79 19 0.46 11 0.08 2

伝染性紅斑 - - - - - - - -

突発性発疹 0.17 4 0.38 9 0.54 13 0.33 8

百日咳 0.04 1 - - - - - -

ヘルパンギーナ 8.63 207 5.21 125 2.42 58 1 24

流行性耳下腺炎 - - 0.13 3 0.17 4 0.04 1

急性出血性結膜炎 0.11 1 - - - - - -

流行性角結膜炎 0.67 6 0.22 2 0.22 2 0.11 1

細菌性髄膜炎 0.1 1 - - - - - -

無菌性髄膜炎 - - - - 0.1 1 - -

マイコプラズマ肺炎 - - 0.1 1 0.1 1 - -

クラミジア肺炎 - - - - - - - -
※推移と状況のコメントは、過去５年分のデータ（平均値等）に基づき表示しています。

○ 全数報告の感染症
分類 性別 年齢

二類感染症 男 90

二類感染症 女 82

二類感染症 男 89

二類感染症 女 27

三類感染症 女 8

三類感染症 男 57
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